














1 推 計 の 理 由 ト
日 本 に お け る 倉 庫 営 業 は 開 業 許 可 制 の 下 に 在 り （倉 庫 業 法 第3 条 ）， 運 輸 大
臣 か ら 開 業 許 可 を 得 る の で な け れ ば ， 倉 庫 業 を 営 む こ と が で き な い 。 こ の 許
可 を 得 て 現 に 営 業 を し て い る 倉 庫 業 者 は 総 数 （ た だ し
い
本 店 数 ） で 下 記 の と お
り に な っ て お り （ 各 年3 月 末 現 在 ， 運 輸 省 港 湾 局 倉 庫 課 調 べ ）， ま た そ の 庫 腹
（Space ） と 貨 物 の 動 き 方 は 「 倉 庫 統 計 月 報 」（ 運 輸 省 港 湾 局 倉 庫 課 編 ， 社 団 法 人
日 本 倉 庫 協 会 が 年 極 め で 市 販 ） で 公 表 さ れ て い る の で あ る が に 産 業 と し て の 売
上 高 が・ど才しふ ど あ る 一%-(c-で 為- る与 洽 つ い て はー, 一一行 政 庁-（運 輸 省y を 二昨 め 一一と しー ……-……-… -・…………
て 日 本 倉 庫 協 会 （ 普 通 倉 庫 業 ）， 日 本 水 面 木 材 倉 庫 協 会 ， 日 本 冷 蔵 倉 庫 協 会 の3
団 体 の い ず れ か ら も 未 だ 集 計 ・ 公 表 さ れ る こ と な く 今 日 に 及 ん で い る の
は ， 倉 庫 業 界 一 般 と し て の 大 き い 盲 点 と す べ き で あ る 。
筆 者 が 前 掲 の 「 倉 庫 統 計 月 報 」 に 示 さ れ て い る 貨 物 動 向 （ 入 庫 高 ・ 出 庫 高 ・
月 末 現 在 高 ）に 基 づ き ， 不 十 分 な が ら も 売 上 高 の 推 計 を 長 期 に 及 ん で 行 な っ て
来 て い る の は ， 業 界 の 盲 点 へ の 突 破 口 を 作 ろ う と す る た め に 他 な ら な い 。
区 分 昭 和50 年 昭 和51 年
普 通 倉 庫 業
冷 蔵 倉 庫 業




















部 門 別 昭和48 暦 年 昭和49 暦 年 昭 和51 暦 年
普 通 倉 庫 業
冷 蔵 倉 庫 業



























筆 者カレ「業 界 の盲点 へ の突破 口を 作ろ うとす る」 とす るのは ，下 記を 理由
とす る。
（1） 倉 庫業 の産 業 とし 七 の大 きさを 明らかに す る こ と。
（2） 物資 流動論(Businesslogistics,Physicaldistribution, 日本では「物的流
通」と誤訳し，Distribution とCirculation との異質性を無視してしまっている。
この誤訳の発生は昭和31年に属する）で多 く発表 され てい る保管 経 費率 に実
証 性を与 え る こ と。 上
‥
バ3 ） 自家 倉 庫（Privatewarehouses ，テダラ，手蔵） の運営 に対 し て経 費的な
指針 を与 え るこ と。(4
） 普 通 倉庫 業 界 で行 な っ てい る「従 価保管 料 率（Advaloremrates ）と従













1 ） 帆 高 寿 夫 「賃 貸 倉 庫 の 管 理 と 経 営 」（社 団 法 人 ， 商 事 法 務 研 究 会 刊 ， 昭 和52 年 ）
に は ， こ の 点 に つ き ， つ ぎ の とお り に 説 か れ て い る 。
こ の 「貸 倉 庫 」 は 裏 日 本 の 一 部 を 除 い て 殆 ど の 府 県 に あ 呪 多 く の 倉 庫 業 者 ，
運 送 業 者 ， メ ー カ ー ， 商 業 者 が 利 用 し て い る 。 筆 者 の 推 定 で は ， 全 国 で 合 計300
万 坪 以 上 あ り （ 注,1 坪 は3.3 平 方 米 ）， 数 千 億 円 の 投 資 額 と 考 え ら れ る 。 隠 れ た
大 き な 不 動 産 事 業 で あ る が ， 倉 庫 用 建 物 を 賃 貸 す る こ と は 何 の 法 的 規 制 も な い 。
従 っ て ， 全 国 で ど れ 位 の 棟 数 ・ 面 積 の 倉 庫 が 賃 貸 さ れ て い る か ， 調 査 ・ 統 計 が な
い の で あ る （|W1 書 ， は し が き ）O
■ ■ ■ ㎜
2 推計の手法1 －
製造業 ・販 売 貫 で の売 上 高 は下 記の算 式 に よ り算出 さ れ る ことは 周知 のと
お りであ る。
製造業 は， 単 価 ×生 産量 ＝=生 産額
販 売業 は ，単 価 ×販 売量 ＝販売 額 ‥
モ うし て み る と，倉 庫業 に ついて は 同 じ要 領 で生 産量 な り，瑕 売 量に 相当
す る「保 管役 務 の生 産 量」 な る ものを 計算 す る ことに よ り「保管 料土 を見 出
し え られ る ことに な る。「単 価」 に該 当 す る のは 「1 期 の保管 料」 であ るか
らであ る。
日本 の倉 庫業 界 は行政 的 で 乱 産業 分 類上 で も前述 の とお りに ，（1）普通倉
庫業（Generalmerchandisewarehousing,(2 ）冷 蔵倉 庫業（Coldstoragew. ）お よ
58
び（3)水面 木 材 倉庫業（Lumberfloatingw.) に3 分 され ，お のお の異 な った 料
金計 算 法を 採用 し てい る ので ，保管 役 務 の生 産 量 もそ れに伴 い 異な っ た方 法
で算 出 され てい るが ，推 計 保管 料 で は普 通倉 庫業 界が 約80 ％を 占 め てい る点
か ら見 て，普 通倉庫業 で の保管 役 務 の生 産量 の算出方 法を， つ ぎに示 す こと
にす る。 し
普 通倉 庫業 では，1 ヵ 月を ， 月初1 日か ら10 日 まで ，11 日か ら20 日 まで ，21
日か ら月 末 までをそ れぞ れ1 期 とし て3 分 す る「月3 期 制」 を 採用 し てい
る。 し か も従 価 率（Ad-valoremrates ）に よ る従 価 保管 料 と，従 量 率（Specificrates
）に よる従 量保管 料 とを 合算 す る ことに し てい るか ら，生 産 さ れた保 管
役 務量 は， 従 価 率を 適 用 す るた め の金 額表示 の もの と，従 量 率を 適用 す るた
め の数 量（トン量）表 示 の もの との2 方 法 で示 さ れる こ とにな る。
「月3 期制」に依 るか，「月2 期 制（月初1 日か ら15日まで，16日から月末まで）」
に 依 るか に よって・も保管 役務 量 が数 字 的 に変化 する の であ るか ら，倉 庫業 界
で の保管 役 務量 な る ものは， 絶対 的数 値 に固定 し ない点 に一つ の 特 色 か お
る。英 国 で は1 週 間を1 期， 米 国 で は月1 期 制 として い るし ， フ ラン スと西
ドイ ツでは 月2 期 制 とな ってい る。 ただ し ， こ れら の国 々で は従 価 率な る も
のが な く，従 量 率 のみを 用い る か ら，計 算 の手 間 の上 で は 日本 よ りも簡 明 で
あ る ごとに な る。 日本 で は戦前 か ら「 月2 期制」 を 用 い ていた の で あ っ た
が， 昭和45 年8 月1 日か ら「月3 期 制土 に改 正 さ れた 。
保管 役 務 の生産 量 は普 通倉 庫業 者 は 自社 の分 を有 す るが公表 さ れ な い の
で， 前掲 の「 倉 庫統計 月報 」 に 出 る全 国業 者 の入庫 高 と月 末残 高 また は月 末
現 在 高 の二 つ の数 字を 基 礎 にし て全国 の保管 役 務 の生 産 費を算 出す る よりほ
かは ない 。本 論 で示 し た推 計 は ， つぎ に示 し た算 式 に よる保 管役 務 量を ベ イ
スに す るの で, 若干 の誤 差 の発 生 が 免 れない が, 現 在り と ころ で は最 善 の もの
であ る と信じ てい る。 こ の算 式 の成 立に つい て は，拙 著「倉 庫 経営 論」（第7













「倉 庫 統 計 月 報 」 で は ，6 月 （June) 分 に 限 っ て 金 額 の 発 表 を す る こ とに
し てい る の で ， 従 価 保 管 料 と従 量 保 管 料 と の 合 算 制 と な っ て い る こ と に つ い
て は 保 管 料 の 推 計 の上 で は 非 常 に 不 便 で あ る が ，6 月 分 の ト ソ当 り平 均 金 額
を ベ イ ス に し て の 「 ト ン 当 り ／l 期 丁 の 保 管 料 率 を 試 算 し て み る と ， つ ぎ の
と お りで あ る 。 料 率 適 用 に 用 い た 代 表 品 目 の 選 択 に は 相 当 に 注 意 は し て み た
が ，「倉 庫 統 計 月 報 」しで の 品 目数 は 大 品 目 で10 項 ， 小 品 目 で40 項 と 決 め ら れ
て い る の で ， 代表 品 目 の 選 択 は 結 局 は 筆 者 の 些 意 と な ら ざ るを え な い 。 保 管









































































紙及 び パ ル プ
化 学 繊 維 糸
其 他 糸






























































































織 物 製 品
其 他 日 用 品
ゴ ム 製 品
其他製造工業品
天 然 ゴ ム
木 材




























































































倉 庫 別 ・1
～3 類倉庫（千平米）
危 険 品 建 屋（千平米）
同 タン ク（千立米）




















合計において入庫高つまり新規受寄量と，月末現在高の年間平均 と を 見 れ
ば，前者が-lO％増であっだのに対して，後者が2 ％減となっている。在庫減
しを続けたことが判明する。これを広域的に見ると，つぎのとおりになる。
北 海 道 地区11 ％減
東 北 地区4 ％増
関 東 地区1 ％増
中 部 地区8 ％減
近 畿 地区2 ％減
中 国 地区9 ％増
四 国 地区2 ％減
九 州 地区1 ％減
合 計2 ％減
つまり，東北，関東，中国の3 地区だけが増加しているに過ぎなかった。





大 品 目 別 入 出 庫 高 対50年比％ 卒 回Msi" 対50年比％
1 農 水 産 物2
金 属 原 料3
金属 製 品 機 械4
窯 業 品5
其他化学工業品6
紙及 び パ ル プ7
繊 維 工 業 品8
食 料 工 業 品9






















（4） 第4 表 普通倉庫品目別保管料推計高（甲地区換算）





























繊 維 工 業 品
食 料 工 業 品










































最近5 ヵ年に及ぶ入出庫量は，つぎのとお りである（単位 千トン）。 ニ
年 別
昭和47年48495051
入 庫量100,899121,989125,795110,331124,840出庫量101,677120, 73121,142111,666123,400入出庫量-202,57624 ,462246,937221,997248,240








級 保管温度力s. マイナス10度c 以下，マイナス20度C 未満C2
級 保管温度が，マ不ナス2 度C 以下，マイナス10度C 未満C3
級 保管温度が，プラスlO度C 以下，マイナメ2 度C 未満F
級室（マイナス20度C 以下）では，保管料が10kg にっき22.00 円であり













推計保管料は，2,200 円×39,985.0 ＝879.7 円億円となる。
冷蔵倉庫業界では容積建ての保管室レンタルをも「保管料扱い」をしてい















































































































































































を 「物的 流通」 と訳し た こ とは， 物 流 論 を甚だ し
く 曲げ た内 容 の もの にし た と言 え る。 この 点 て 下 ラ ッ カ ー 教 授 の 発 言
“Physicaldistributionistheeconomy'sdarkcontinent" （“FORTUNE",No.72,1962-April
）の中 のPhysicaldistribution の語 を見直 す 必要か お る。
「流 通」 の語 に は分 散 また は散 布 の意義 は全 く含 まれ ない のみ な らず ，語
そ の もの も決 し て新 しい もので はない 。 流通 の語 は貨 幣 な り， 有 価証 券な り
のCirculation また はUmlauf に相応 す る訳語 とし て 用い られた こ とは，
既 に 明治30 年 代に これを 見 るこ とが でき る。「 流通 転幄」 の文 字が そ れであ
る。 日本 で新 商法 が 採択 し た倉 庫証 券につい て の複券 制 が多 くの欠 陥 のあ る
こ とを 見 て， 日本弁 護 士会 が単 券 制を 採用 すべ き であ る との 見 解を 明 らか に
し た意 見書 の 中に そ れがっ ぎの とお りに 現わ れ てト る。「蓋 シ二 枚 証券 制 度
が発生 シ タ ル仏 国 二於 テハ ，特 二質 入証 券 ノ流 通転幄 ヲ計 り特 別 ノ規定 ヲ以
テ ……」（拙著「日本倉庫史」,p.195, 昭和12年，大日本出版社峰文荘）。 この意見 書
中 の 「流 通」 の文 字 はUmlauf ない しCirculation を 意味 す る もの であ っ
て,Verteilung また ぱDistribution とは関 係が ない 。Physicaldistribution
とは物 理的に 分散 させ る こ とであ るか ら， 物理的
を 物 体的 と見 るこ とに は大し た誤 りはないに し て 乱 流 通 と分 散 とを同一 視
す るこ とは重 大 な誤 解 であ る。「貨 物に 流通 な る現象 は 生 じ え な い」 と筆 者
は 確信 す るが 故に ， あ えて 「重大 な 誤解」 とい うの であ る。
米国 に “DistributionWorldwide" と題す る月刊誌 かお る。 旧い歴 史を
有 す る雑誌 であ るが ，本誌 に は 日本 でい う「商 流」 に つ いて の記 事は 全 く見
当 らな い。Distribution とCirculation とは 異な る現 象 であ るために 当然
の こ とに属 し 七い る。 日本にお い て の「流 通論 」 は， こ の 意 味 に お い てPhysicaldistribution
⊃を「物的 流 通」，「物 流」 と誤 訳し た こ とへ の源 流へ
立 ち戻 り（昭和31年）， 流 通はCirculation またはUmlauf の訳 語 であ るこ







貨 物 所 管 倉 庫
入 庫 高 出 庫 高 月末現在高
1－3級建屋 危 険 品
野 積 場 貯蔵槽倉庫建 屋 タ ン ク






















































































































j 計ヽ 33,838.4 32,917.6 (20,654.4) (18,000.1) (119,8) (454.6) (3,802.4) (4,166.5)
羊計 124,840.2 123,400.1 (19,837.0) (17,692.8) (117.6) (432.9) (3,695.5) 4,059.2年 840.2 400.1 837.0) 692.8) ) .9) 95.5) 9.2
前年 no,330.9 111,666.5 (20,334よ) - - - - -
第2 表 普通倉庫地区別貨 物動向
（単位 千トソ） 日本倉庫協会調査部調べ
地 区 別
昭 和51 年 ㈲ 昭 和51 年 （B） A ／B （％）
入 庫 高(1) (2)月平均残高 入 庫 高(1) (2)月平均 残高 (1) (2)









































































































































































































































































































































































































































































































繊 維 工 業I品
化学 繊 維 糸
























































































































































雑 工 業 品





天 然= ゴ ム
木 材



















































































































































第4 表 普通 倉庫品目別保管料 推計高




（ 千 ト ソ ）161,451.7539,619.9550,935.5025,G47.307,610.252,742.601,364.551,109.8524.509.258,602.5089,096.8579,898.559,198.3083,650.0513,452.7548,744.15
・21,453.1511,189.55
4 イ ス





























































繊 維 工業 品
化 学 繊 維 糸
そ の 他の 糸
化学繊維織物
その他の織物


















織 物 製 品
そめ他の日用品
（3) ゴ ム 製 品















天 然 ゴ ム
木 材












































































































































入 出 庫 量


























( 甲 地 区換算)










































金 属 ・原 料























































織 物 製 品
そ の 他 の 日 用 品gl
． －I ．IPI ．．
ゴ ム 製 品 く
そ の 他 の 製 造 工 業 品
雑 品
天 然 ゴ ム
木 材
非 金 属 鉱 物





















































































































貨 物 （単位 千立方米） 水 面 （単位千平方米）
























































































小 計 2,325.7 2,739.2 (1,686.5) (6,155.6) (4,904.9)
年 計 8,928.0 8,600.7 (1,522.8) (6.013.3) (4,448.1)
前 年 1,440.4 7,714.1 (1.620.9) (5,831.0)
第7 表 水面 木材倉庫品目別貨 物動向























































































































































































小 計 2,123.4 2,160.8 (1,466.4) (9,632.2) (1,030.6) (10,662.8) (915.5)
年 計 7,671.9 7,566.1 (1.353.1) (9,423.6) (978.5) (10,402.1) (968.1)1.9 6.1 53.1) 23.6) .5) 402.1) .1)
前 年 6.916.0 6,830.0 (1,238.9) （ － ）（ － ） (9.726.7) -
第9 表 冷蔵倉庫品目別貨物動向 (単位 千トン)
品 目 別 入 庫 高 出 庫 高 昭和51年末現在高 昭和50年末現在高
生 鮮 水 産 物
冷 凍 水 産 物
281.8
3,465.7
283.6
3,428.5
43.2
707.3
45.0
670.1
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
合 計
544.3
257.8
1,181.1
667.1
445.9
190.6
534.9
100.5
7,671.9
550.4
256.9
1.153.2
641.7
432.6
192.3
527.1
97.6
-
7,566.1
倉庫業の保管料の推計
90.7
34.9
244.4
72.7
97.9
34.5
63.7
13.8
L403.1
75
96.8
34.0
216.5
47.3
84.6
36.2
55.9
10.9
1,297.3
